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ち

きゅ
うにやさし

い

み
どりをまも

る

■世帯数（戸）
■町内会数

■人　口（人）

16万2957（2万8521）
509（77）
　うち区連協加入474（76）
31万1392（7万3631）
　男 15万1143（3万5532）
　女 16万  249（3万8099）

（　）は宮城総合支所管内で再掲
人口、世帯数は2020年2月1日現在（推計人口）
町内会数は2019年６月１日現在

青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要青葉区の概要

2019年11月2日

2019年11月3日

地域共通の
　　　　課題に取り組む
地域共通の
　　　　課題に取り組む
青葉区連合町内会長協議会（略
称：区連協）は、青葉区内38の地
区連合町内会長で組織しています。
各地区連合町内会相互の情報交換や
行政との意見交換を通して、地域の
コミュニティ形成と活性化など、地
域に共通する課題に取り組むととも
に、関係機関への働きかけを行って
います。
定期総会や年３回の定例会、役員
会での協議のほか、新任町内会長研
修会をはじめ、円滑で充実した町内
会運営に向けた各種研修会などを開
催しています。

青葉区民まつり青葉区民まつり

宮城地区まつり宮城地区まつり
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進
検
討
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
は
佐
藤
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
担
当
理
事
と
４
地
区
の
連
合
町
内
会
長

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）　
名
が
参
加
。「
大
学

３２２

と
町
内
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

五
橋
地
区
連
合
町
内
会
・
古
山
会
長
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会（
２
月
４
日
、

山
元
町
周
辺
）　「
震
災
か
ら
の
復
興
と
地
域

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
　
会
長
　
島
田
　
福
男

青
葉
区
長
　
加
藤
　
邦
治

活
動
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
へ
向
け
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
率

の
低
下
や
役
員
の
高
齢
化
等
に
よ
る
町
内
会
役
員
の
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
一
昨

年
よ
り
青
葉
区
と
連
携
し
、
町
内
会
役
員
担
い
手
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
受
講
さ
れ

た
多
く
の
方
々
よ
り「
役
立
つ
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に「
役
員
の
担
い
手
探
し
の
ヒ

ン
ト
が
つ
か
め
た
」「
役
員
の
担
い
手
が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、引
き
続
き
各
地
区
連
合
町
内
会
や
青
葉
区
と
連
携
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
皆
さ
ま
に
は
青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
の
活
動
に

つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

協
議
会
で
は
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
、
各
地
域
の
町
内
会

◆
新
任
町
内
会
長
研
修
会（
６
月
　
日
、青
葉

２５

区
役
所
）　
新
任
会
長
　
名
が
参
加
。
国
見

５２

地
区
連
合
町
内
会
・
吉
澤
会
長
に
よ
る
、
町

内
会
運
営
事
例
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
区
職

員
か
ら
町
内
会
に
か
か
わ
る
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

◆
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会（
　
月
　
日
、江

１１

２２

今
年
度
の
仙
台
市
総
合
防
災
訓
練
は
、
青

葉
区
は
８
月
　
日
に
五
橋
地
区
で
、
宮
城
総

３１

合
支
所
管
内
は
　
月
　
日
に
錦
ケ
丘
地
区
で

１１

１６

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
澤
副
会
長（
防
災
担
当
）、
小
野
寺
担
当

理
事
、
影
山
担
当
理
事
が
住
民
の
避
難
状
況

や
避
難
所
の
開
設
・
運
営
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
引
き
続
き「
マ
ン
シ
ョ
ン
コ

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
等

の
日
頃
の
備
え
が
重
要
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
も
区
内
各
所
に
お
い

て
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
は

１０

３
回
の
選
挙
が
あ
り
、
皆
さ
ま
に
は
早
朝
か
ら
の
投
票
立
会
等
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
と
な
り
、
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
盛
り
上
が
り
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
青
葉
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
地
域
の
支
え
合
い
」
や「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
支
援
」
な
ど
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
並
び
に
町
内
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
頃
よ
り
仙
台
市
政
及
び
青
葉
区
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
続
い
た
一
年
で
あ
り
ま
し

マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィィ

形
成
促
進
へ
の
取
組

形
成
促
進
へ
の
取
組
みみ

問
し
、
町
内
会
の
結
成
や
加
入
な
ど
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
青

葉
区
民
ま
つ
り
へ
の
ブ
ー
ス
出
店
を
今
年
度

も
行
い
、
町
内
会
活
動
の
啓
発
等
に
努
め
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

（
片
平
・
五

橋
・
通
町
・

木
町
通
）
で

構
成
さ
れ
、

町
内
会
未
結

成
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
対
応

に
つ
い
て
検

討
し
た
ほ

か
、
町
内
会

の
な
い
マ
ン

シ
ョ
ン
を
訪

地
域
防
災
へ
の
取
り
組

地
域
防
災
へ
の
取
り
組
みみ

主
な
事

主
な
事
業業

区民まつり（区連協ブース）の様子

移動研修会の様子

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
に
つ

い
て
、
現
地

視
察
と
語
り

部
か
ら
の
話

を
聞
き
、
研

修
を
行
い
ま

し
た
。
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倉人祭（くらんどさい）での太鼓演奏

青
葉
区
の
北
端
に
位
置
す
る
北
仙
台
小
学

校
の
学
区
内
　
の
町
内
会
で
組
織
し
て
い
る

２０

「
北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会
」
は
、
昭
和
　
年
３０

代
か
ら
　
年
代
に
か
け
て
宅
地
開
発
さ
れ
た

４０

約
５
０
０
０
世
帯
の
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。

地
区
内
に
は
、「
水
の
森
市
民
セ
ン
タ
ー
」

と「
北
仙
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
た
様
々
な

サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
が
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
水
の
森
市
民
セ
ン

タ
ー
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
地
域
ま
つ
り
」

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
100
名
を
育
成

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
100
名
を
育
成

と
、
学
区
民
体
育
振
興
会
が
主
体
と
な
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
る「
学
区
民
運
動
会
」
は
、
地

区
内
の
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
し
、

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
地
区
で
は
、　
年
前
か
ら
住
民

１５

グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
防
災
・
減
災
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
更
に
平
成
　
年
２９

度
か
ら
は
、
連
合
町
内
会
が
中
心
と
な
り
三

ケ
年
計
画
で
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
　
名
の
育

１００

成
を
行
い
ま
し
た
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」等

の
日
ご
ろ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
小
野
寺
　
彰

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

愛
子
地
区
連
合
町
内
会
は
３
つ
の
町
内
会

と
１
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
世
帯
数
は

約
２
８
８
０
戸
で
す
。
宮
城
地
区
の
中
央
に

位
置
し
、
宮
城
総
合
支
所
、
金
融
機
関
、
大

型
商
業
施
設
が
整
い
、
住
み
や
す
い
安
心
・

安
全
な
地
域
で
す
。

連
合
町
内
会
の
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
防

災
訓
練
を
愛
子
小
学
校
、
広
瀬
中
学
校
と
合

同
で
実
施
し
、
災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
盛
大
に
行
わ
れ
る
夏
ま
つ
り
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
最
後
の
打
上
花
火
が
多
く
の
来
場

愛
子
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
根
本
　
武
久

者
に
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、
宮
城
地
区
ま
つ

り
へ
連
合
町
内
会
と
し
て
出
店
し
、
地
域
の

方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
J
R
愛
子
駅
跨
線
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
や
、
た
め
池
跡
地
へ
の
公
園
整
備
の
実

施
、
仙
台
高
等
専
門
学
校
広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

と
の
情
報
交
換
、
国
道
　
号
線
の
渋
滞
対
策

４８

等
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
内
に
大
型
商
業
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

避難所づくりのワークショップの様子

町内会役員永年勤続表彰式（市主催）
町内会長研修会（区主催）
第3回定例会
区連協だより編集委員会

移動研修会
区連協だより発行
第4回役員会

平成30年度会計監査
第1回役員会
定期総会
第2回役員会
第1回定例会
新任町内会長研修会
第3回役員会
第2回定例会

4月11日
25日

5月17日
30日

6月13日
25日

9月5日
10月4日

20 年度の主な活動20 年度の主な活動

2019年 11月13日
22日

12月13日

2020年
2月4日
21日

3月27日

地域懇談会地域懇談会は、地域の様々な
問題について、地域と行政が話し
合う場です。本年度は、台原北
部、通町、上杉、荒巻、国見、八
幡、桜ケ丘、北仙台、川平、小松
島、中江、折立、北六、貝ケ森の
14地区で開催しました。

222200000 年度の主な活動年年度の主な活動年度の主な活動

防災訓練の様子
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事 務 局

▽
小
松
島
＝
岡
田
達
雄（
小
松
島
南
光
会
）

▽
台
原
＝
井
上
冨
士
夫（
杉
添
東
町
内
会
）

▽
桜
ケ
丘
＝
髙
橋
俊
弥（
さ
つ
き
町
内
会
）

▽
立
町
＝
菅
原
惠
尚（
青
葉
山
町
内
会
）

▽
木
町
通
＝
高
橋
清
弘

（
国
分
町
三
丁
目
北
辰
会
）

▽
木
町
通
＝
志
間
順
治（
木
町
通
中
部
町
内
会
）

▽
国
見
＝
堀
内
聡（
宮
脇
通
町
内
会
）

■
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

１０

▽
中
江
＝
岸
田
紀
雄（
中
江
中
央
町
内
会
）

▽
通
町
＝
大
内
勝
郎（
神
子
町
親
交
会
）

▽
通
町
＝
天
野
か
つ
い（
通
町
青
葉
下
町
内
会
）

▽
八
幡
＝
大
友
幸
一（
角
新
会
）

▽
吉
成
＝
津
田
正
明（
国
見
ケ
丘
一
丁
目
町
内
会
）

■
町
内
会
役
員
特
別
表
彰
　

▽
上
杉
＝
梅
本
律
雄（
上
杉
山
通
町
内
会
）

▽
木
町
通
＝
内
海
惠
子（
木
町
通
中
部
町
内
会
）

■
町
内
会
役
員
勤
続
　
年
表
彰

１０

受
賞
者
　
名
６９

■
町
内
会
長
５
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

受
賞
者
４
名

■
町
内
会
長
特
別
表
彰（
　
年
以
上
勤
続
）

３０

▽
東
六
＝
佐
藤
冬
見（
仙
台
駅
前
ア
エ
ル
繁
栄
会
）

▽
荒
巻
＝
小
松
巌（
荒
巻
神
明
川
渕
会
）

■
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

２０

▽
上
杉
＝
七
井
英
雄（
本
山
町
内
会
）

▽
八
幡
＝
川
上
良
雄（
中
島
丁
町
内
会
）

■
町
内
会
長
　
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

１０

▽
小
松
島
＝
野
崎
政
勝（
長
命
荘
町
内
会
）

編
集
後
記

編
集
後
記

令
和
元
年
度
の
区
連
協
だ
よ
り
第
　３２

号
を
お
届
け
し
ま
す
。
原
稿
を
執
筆
さ

れ
た
方
々
、
編
集
に
携
わ
ら
れ
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
変
化
し

て
お
り
、
課
題
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
記
事
で
紹
介
し
て
い
る
区
連
協
の

活
動
や
各
地
区
連
合
町
内
会
の
取
り
組

み
が
皆
様
の
町
内
会
活
動
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員
　
齋
藤
和
平
　
古
山
健
造

　
　
　
　
　
吉
澤
秀
晃
　
軍
司
　
啓

再生紙を使用しています

町
内
会
活
動
等
の
功
績
で
表
彰
を
受
け
た

青
葉
区
連
協
関
係
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

酒
井
　
典
雄（
桜
ケ
丘
学
区
連
合
町
内
会
）

今
野
　
利
正（
中
江
地
区
町
内
会
連
合
会
）

渡
邉
　
剛
伯（
通
町
地
区
町
内
会
連
合
会
）

庄
子
　
　
隆（
落
合
栗
生
地
区
連
合
町
内
会
）

社
本
　
啓
之（
中
山
学
区
連
合
町
内
会
）

市
政
功
労
者
表
彰

会
　
長

島
田
　
福
男
（
઒
平
学
区
連
合
町
内
会

 

）

副
会
長

齋
藤
　
和
平
（
南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
）

古
山
　
健
造
（
五
ڮ
地
区
連
合
町
内
会

 

）

吉
澤
　
秀
晃
（
ࠃ
ݟ
地
区
連
合
町
内
会

 

）

総
務
理
事

軍
司
　
　
啓
（
折
立
学
区
町
内
会
連
合
会
）

会
計
理
事

後
藤
　
　
潮
（
ീ
഼
地
区
町
内
連
合
会

 

）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
理
事

佐
藤
　
壽
夫
（
上
ਿ
地
区
連
合
町
内
会

 

）

防
災
担
当
理
事

小
野
寺
　
彰
（
北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会
）

影
山
　
明
彦
（
ۋ
ケ
丘
連
合
ࣗ
࣏
会

 

）

会
計
監
事

渡
邉
　
剛
伯
（
通
町
地
区
町
内
会
連
合
会
）

畑
林
　
義
美
（
北
࿡
地
区
連
合
町
内
会

 

）

庄
子
　
　
隆
（
落
合
栗
生
地
区
連
合
町
内
会
）

会
　
員

今
野
　
　
均
（
ย
平
地
区
連
合
町
内
会

 

）

藤
原
　
　
直
（
東
一
൪
ஸ
連
合
会

 

）

安
住
　
浩
一
（
中
ԝ
通
り
連
合
会

 

）

五
十
嵐
善
正
（
東
二
地
区
連
合
町
内
会

 

）

足
利
　
允
鴻
（
東
࿡
地
区
連
合
町
内
会

 

）

今
野
　
利
正
（
中
江
地
区
町
内
会
連
合
会
）

大
柳
　
　
弘
（
小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会
）

加
藤
　
幸
夫
（
旭
ケ
丘
南
部
連
合
町
内
会
）

中
澤
幸
一
郎
（
旭
ケ
丘
町
内
会
連
合
会

 

）

村
上
　
一
彦
（
台
原
地
区
町
内
会
連
合
会
）

渡
邉
　
　
努
（
台
原
東
部
連
合
町
内
会

 

）

菅
井
　
　
昇
（
台
原
北
部
連
合
町
内
会

 

）

土
田
　
　
建
（
荒
巻
地
区
町
内
会
連
合
会
）

酒
井
　
典
雄
（
桜
ケ
丘
学
区
連
合
町
内
会
）

加
藤
　
　
茂
（
中
山
学
区
連
合
町
内
会

 

）

阿
部
　
邦
彦
（
立
町
地
区
町
内
会
連
合
会
）

堀
江
　
良
彦
（
木
町
通
学
区
連
合
町
内
会
）

竹
中
　
常
男
（
貝
ヶ
森
地
区
連
合
町
内
会
）

東
海
林
時
雄
（
޿
੉
地
区
連
合
町
内
会

 

）

早
坂
　
二
郎
（
上
愛
子
学
区
連
合
町
内
会
）

石
垣
喜
美
雄
（
作
並
小
学
区
連
合
町
内
会
）

袖
澤
　
勝
義
（
઒
લ
地
区
連
合
町
内
会

 

）

伊
藤
　
勝
衛
（
大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会
）

熊
谷
　
英
昭
（
吉
成
学
区
連
合
町
内
会

 

）

菅
澤
　
仁
一
（
大
૔
地
Ҭ
連
合
町
内
会

 

）

根
本
　
武
久
（
愛
子
地
区
連
合
町
内
会

 

）

町内会役員永年勤続表彰式（１１月１３日）

　
　
三
田
　
惠
介
様（
東
　
一
）

　
　
相
澤
　
浩
彦
様（
中
　
央
）

　
　
社
本
　
啓
之
様（
中
　
山
）

　
退
任
会
員
　
お
疲
れ
様
で
し
た
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青葉区連協会員名簿2020年
2月 1日現在 町

内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

鈴
木
　
幸
夫
様（
木
　
町
）

千
葉
　
　
進
様（
貝
ケ
森
）

庄
子
　
　
晟
様（
上
愛
子
）

平
成
　
年
度
を
も
っ
て
連
合
町
内
会
長
を
退
任
し
た
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

３０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


